
９月も中旬にさしかかります。標題の『白露』のように、少しずつ秋の訪れを感じるようにな
りました。さて、今号では、本校の特色ある教育活動の一つである『総合的な学習の時間支援
事業』を中心にお伝えしていきます。

今年で４年目となる「子牛ふれあいファーム」。今年度は９月６日（火）に本校にやってきま
したが、台風１１号の接近などの理由から１日のみの滞在となりました。子ども達も子牛との
ふれあいを楽しみにしていただけに寂しさを感じていたようでした。
さて、この取組は、「子牛が学校にやってくる」ことに付加価値を付け、さまざまなプロジェ
クトへとつなげ、本校の特色ある教育活動へと高めています。
本校では、定期的な学校評価や学力・体力等の全国的な調査の結果に基づいて学校改善を進め、
帯広市教育基本計画などに基づいて環境モデル都市の指定にふさわしい環境教育や「フードバ
レーとかち」を踏まえた食育、学力向上に関する取組など特色ある教育を一層進めています。
今号で触れる「総合的な学習の時間支援事業」とは、学校が独自に目標を設定し、積極的に企
画提案する取組を通して、地域総ぐるみの教育活動を展開し、地域の学校として信頼され、自
立できる学校づくりをねらいとするものです。

ポイントは次の３点です。 ① 環境モデル都市にふさわしい環境教育
②「フードバレーとかち」を踏まえた食育
③ 地域総ぐるみの教育活動の展開

以下、ダイジェスト版をご覧ください。

＊裏面に続きます

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子



写真の資料は、『子牛ふれあいファーム』が各教科との関連性をもたせながらキャリア教育へ
とつながる様子を表しています。今後、各学年でプログラムを計画的に進めていきます。過日、
４年生は広瀬リバティファームで「乳業ふれあい体験学習」を終えたところです。

＊詳細は１階掲示板（職員玄関付近）に掲示していますので、来校された際にご覧ください。

夏休み明け以降も多くの子ども達が放課後、学校のグラウンドでサッカーをしたり、逆上が

りの練習をしたりと日々、元気な姿が見られます。９月に入り、日の入りも少しずつ早くなっ

てきました。この時期は、薄暮時に交通事故が多く発生している現状もあります。 最近、地

域の方々から、「自転車の乗り方が乱暴だ」とか、「子ども達が交通量の多い道路を集団で渡っ

ている」などの連絡を受けることがあります。特に、下の写真の2箇所に集中しています（上の

写真は本校の西通用口からの横断、下の写真は南商高北側のＴ交差点の横断）。

学校だより（夏休み向け

特別号）にも掲載していま

すように、ご家庭でも『交

通ルールを守り、正しく自

転車に乗る。』『止まれ、見
る、待つ』などの確認をあ

らためてお子さんとしてく

ださい。

学校でも、折に触れ、継続

して指導しています。

どうぞよろしくお願いいた

します。

今号の標題「白露（はくろ）」（二十四節気のうちの一つです）は、夜中に

大気が冷え、草花や木に朝露が宿りはじめる頃。降りた露は光り、白い粒のように見えます。日

中の暑さも和らぎはじめ、秋の気配が深まっていくのが実感できるようになってきました。




